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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアタグ情報登録システムであって、
　各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報を管理するエアタグ情報管理サーバ
と、
　前記エアタグ情報を前記エアタグ情報管理サーバに登録する複数の情報端末と、
を備え、
　前記情報端末は、
　　前記エアタグ情報を登録するためのコンテンツを表示する表示手段と、
　　前記表示手段に表示される前記コンテンツの中から、検索用キーワードを抽出する抽
出手段と、
　　各検索用キーワードと各位置情報とを関連付けて記憶するキーワード情報記憶手段に
アクセスし、前記コンテンツから抽出された前記検索用キーワードに対応する位置情報で
ある対応位置情報を取得する取得手段と、
　　前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関するエ
アタグ情報として登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加えて
、前記エアタグ情報管理サーバに送信する通信手段と、
を備え、
　前記エアタグ情報管理サーバは、
　　前記情報端末から受信した前記エアタグ情報を登録する手段、
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を備えることを特徴とするエアタグ情報登録システム。
【請求項２】
　請求項１に記載のエアタグ情報登録システムにおいて、
　前記抽出手段は、前記コンテンツに含まれる地理キーワードを前記検索用キーワードと
して抽出することを特徴とするエアタグ情報登録システム。
【請求項３】
　請求項２に記載のエアタグ情報登録システムにおいて、
　前記キーワード情報記憶手段は、各地理キーワードと各位置情報とを関連付けて記憶し
、
　前記取得手段は、前記抽出手段により抽出された前記地理キーワードを前記検索用キー
ワードとして用いて、前記対応位置情報を取得することを特徴とするエアタグ情報登録シ
ステム。
【請求項４】
　請求項１に記載のエアタグ情報登録システムにおいて、
　前記コンテンツから抽出された前記検索用キーワードは、地理キーワードを含み、
　前記取得手段は、前記コンテンツから抽出された前記地理キーワードに対応する位置情
報の検索要求を、前記地理キーワードに加えて、地理情報管理サーバに送信し、前記地理
キーワードに対応する位置情報を、前記対応位置情報として前記地理情報管理サーバから
取得することを特徴とするエアタグ情報登録システム。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載のエアタグ情報登録システムにおいて、
　前記キーワード情報記憶手段は、前記情報端末とは異なる装置に含まれることを特徴と
するエアタグ情報登録システム。
【請求項６】
　各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報をエアタグ情報管理サーバに登録す
るエアタグ情報登録装置であって、
　前記エアタグ情報を登録するためのコンテンツを表示する表示手段と、
　前記表示手段に表示される前記コンテンツの中から、検索用キーワードを抽出する抽出
手段と、
　各検索用キーワードと各位置情報とを関連付けて記憶するキーワード情報記憶手段にア
クセスし、前記コンテンツから抽出された検索用キーワードに対応する位置情報である対
応位置情報を取得する取得手段と、
　前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関するエア
タグ情報として登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加えて、
前記エアタグ情報管理サーバに送信し、前記エアタグ情報管理サーバに前記エアタグ情報
を登録する登録制御手段と、
を備えることを特徴とするエアタグ情報登録装置。
【請求項７】
　請求項６に記載のエアタグ情報登録装置において、
　前記抽出手段は、前記コンテンツに含まれる地理キーワードを前記検索用キーワードと
して抽出することを特徴とするエアタグ情報登録装置。
【請求項８】
　請求項７に記載のエアタグ情報登録装置において、
　前記キーワード情報記憶手段は、各地理キーワードと各位置情報とを関連付けて記憶し
、
　前記取得手段は、前記抽出手段により抽出された前記地理キーワードを前記検索用キー
ワードとして用いて、前記対応位置情報を取得することを特徴とするエアタグ情報登録装
置。
【請求項９】
　請求項６に記載のエアタグ情報登録装置において、
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　前記コンテンツから抽出された前記検索用キーワードは、地理キーワードを含み、
　前記取得手段は、前記コンテンツから抽出された前記地理キーワードに対応する位置情
報の検索要求を、前記地理キーワードに加えて、地理情報管理サーバに送信し、前記地理
キーワードに対応する位置情報を、前記対応位置情報として前記地理情報管理サーバから
取得することを特徴とするエアタグ情報登録装置。
【請求項１０】
　請求項６ないし請求項９のいずれかに記載のエアタグ情報登録装置において、
　前記キーワード情報記憶手段は、前記エアタグ情報登録装置とは異なる装置に含まれる
ことを特徴とするエアタグ情報登録装置。
【請求項１１】
　各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報をエアタグ情報管理サーバに登録す
るエアタグ情報登録装置に内蔵されたコンピュータに、
　ａ）前記エアタグ情報を登録するためのコンテンツを表示するステップと、
　ｂ）前記ステップａ）にて表示された前記コンテンツの中から、検索用キーワードを抽
出するステップと、
　ｃ）各検索用キーワードと各位置情報とを関連付けて記憶するキーワード情報記憶手段
にアクセスし、前記コンテンツから抽出された検索用キーワードに対応する位置情報であ
る対応位置情報を取得するステップと、
　ｄ）前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関する
エアタグ情報として登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加え
て、前記エアタグ情報管理サーバに送信し、前記エアタグ情報管理サーバに前記エアタグ
情報を登録するステップと、
を実行させるためのプログラム。
【請求項１２】
　エアタグ情報登録システムであって、
　各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報を管理するエアタグ情報管理サーバ
と、
　前記エアタグ情報を前記エアタグ情報管理サーバに登録する複数の情報端末と、
を備え、
　前記情報端末は、
　　前記エアタグ情報を登録するためのコンテンツを表示する表示手段と、
　　前記表示手段に表示される前記コンテンツの中から、検索用キーワードを抽出する抽
出手段と、
　　前記コンテンツから抽出された前記検索用キーワードに対応する位置情報である対応
位置情報の検索要求を、前記検索用キーワードに加えて、前記エアタグ情報管理サーバに
送信する手段と、
　　前記エアタグ情報管理サーバによる検索結果に基づいて、前記エアタグ情報管理サー
バに登録済みの複数のエアタグ情報のうち前記検索用キーワードを含むエアタグ情報の位
置情報を、前記対応位置情報として取得する取得手段と、
　前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関する新た
なエアタグ情報として登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加
えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信する通信手段と、
を備え、
　前記エアタグ情報管理サーバは、
　　前記情報端末から受信した前記新たなエアタグ情報を登録する手段、
を備えることを特徴とするエアタグ情報登録システム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のエアタグ情報登録システムにおいて、
　前記抽出手段は、操作ユーザにより前記コンテンツ内の所望の文字領域に付与された特
定マークに基づいて、前記検索用キーワードを前記コンテンツから抽出することを特徴と
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するエアタグ情報登録システム。
【請求項１４】
　各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報をエアタグ情報管理サーバに登録す
るエアタグ情報登録装置であって、
　前記エアタグ情報を登録するためのコンテンツを表示する表示手段と、
　前記表示手段に表示される前記コンテンツの中から、検索用キーワードを抽出する抽出
手段と、
　前記コンテンツから抽出された前記検索用キーワードに対応する位置情報である対応位
置情報の検索要求を前記検索用キーワードに加えて前記エアタグ情報管理サーバに送信す
る手段と、
　前記エアタグ情報管理サーバによる検索結果に基づいて、前記エアタグ情報管理サーバ
に登録済みの複数のエアタグ情報のうち前記検索用キーワードを含むエアタグ情報の位置
情報を、前記対応位置情報として取得する取得手段と、
　前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関する新た
なエアタグ情報として登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加
えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信し、前記エアタグ情報管理サーバに前記新たな
エアタグ情報を登録する登録制御手段と、
を備えることを特徴とするエアタグ情報登録装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のエアタグ情報登録装置において、
　前記抽出手段は、操作ユーザにより前記コンテンツ内の所望の文字領域に付与された特
定マークに基づいて、前記検索用キーワードを前記コンテンツから抽出することを特徴と
するエアタグ情報登録装置。
【請求項１６】
　各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報をエアタグ情報管理サーバに登録す
るエアタグ情報登録装置に内蔵されたコンピュータに、
　ａ）前記エアタグ情報を登録するためのコンテンツを表示するステップと、
　ｂ）前記ステップａ）にて表示された前記コンテンツの中から、検索用キーワードを抽
出するステップと、
　ｃ）前記コンテンツから抽出された検索用キーワードに対応する位置情報である対応位
置情報の検索要求を前記検索用キーワードに加えて前記エアタグ情報管理サーバに送信す
るステップと、
　ｄ）前記エアタグ情報管理サーバによる検索結果に基づいて、前記エアタグ情報管理サ
ーバに登録済みの複数のエアタグ情報のうち前記検索用キーワードを含むエアタグ情報の
位置情報を、前記対応位置情報として取得するステップと、
　ｅ）前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関する
新たなエアタグ情報として登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報
に加えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信し、前記エアタグ情報管理サーバに前記新
たなエアタグ情報を登録するステップと、
を実行させるためのプログラム。
【請求項１７】
　エアタグ情報登録システムであって、
　各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報を管理するエアタグ情報管理サーバ
と、
　前記エアタグ情報を前記エアタグ情報管理サーバに登録するエアタグ情報登録装置と、
　前記エアタグ情報登録装置と通信可能な複数の情報端末と、
を備え、
　前記情報端末は、
　　前記エアタグ情報を登録するためのコンテンツを表示する表示手段と、
　　前記コンテンツに含まれる検索用キーワードの指定をユーザから受け付ける受付手段
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と、
を備え、
　前記エアタグ情報登録装置は、
　　前記ユーザによって指定された検索用キーワードを前記コンテンツの中から抽出する
抽出手段と、
　　前記コンテンツから抽出された前記検索用キーワードに対応する位置情報である対応
位置情報の検索要求を、前記検索用キーワードに加えて、前記エアタグ情報管理サーバに
送信する手段と、
　　前記エアタグ情報管理サーバによる検索結果に基づいて、前記エアタグ情報管理サー
バに登録済みの複数のエアタグ情報のうち前記検索用キーワードを含むエアタグ情報の位
置情報を、前記対応位置情報として取得する取得手段と、
　前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関する新た
なエアタグ情報として登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加
えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信する手段と、
を備え、
　前記エアタグ情報管理サーバは、
　　前記情報端末から受信した前記新たなエアタグ情報を登録する手段、
を備えることを特徴とするエアタグ情報登録システム。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のエアタグ情報登録システムにおいて、
　前記コンテンツは、メンテナンス対象装置に関するメンテナンス結果の記録用データを
含み、
　前記エアタグ情報管理サーバに登録済みの前記複数のエアタグ情報の中には、前記メン
テナンス対象装置と前記メンテナンス対象装置の納入先の位置情報とを関連付けたエアタ
グ情報が含まれており、
　前記抽出手段は、前記コンテンツ内においてユーザにより指定されたキーワードであっ
て、前記メンテナンス対象装置の型式、シリアル番号、および納入先名称の少なくとも１
つのキーワードを前記検索用キーワードとして抽出し、
　前記取得手段は、前記エアタグ情報管理サーバにアクセスして、前記エアタグ情報管理
サーバに登録済みの前記複数のエアタグ情報の中から、前記検索用キーワードに対応する
エアタグ情報を取得し、当該エアタグ情報に含まれる位置情報を前記対応位置情報として
取得することを特徴とするエアタグ情報登録システム。
【請求項１９】
　各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報をエアタグ情報管理サーバに登録す
るエアタグ情報登録装置であって、
　前記エアタグ情報を登録するためのコンテンツに関して検索用キーワードのユーザによ
る指定を受け付けた情報端末から前記指定に関するデータを受信する手段と、
　前記ユーザによって指定された検索用キーワードを前記コンテンツの中から前記データ
に基づき抽出する抽出手段と、
　前記コンテンツから抽出された前記検索用キーワードに対応する位置情報である対応位
置情報の検索要求を、前記検索用キーワードに加えて、前記エアタグ情報管理サーバに送
信する手段と、
　前記エアタグ情報管理サーバによる検索結果に基づいて、前記エアタグ情報管理サーバ
に登録済みの複数のエアタグ情報のうち前記検索用キーワードを含むエアタグ情報の位置
情報を、前記対応位置情報として取得する取得手段と、
　前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関する新た
なエアタグ情報として登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加
えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信し、前記エアタグ情報管理サーバに前記新たな
エアタグ情報を登録する登録制御手段と、
を備えることを特徴とするエアタグ情報登録装置。
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【請求項２０】
　請求項１９に記載のエアタグ情報登録装置において、
　前記コンテンツは、メンテナンス対象装置に関するメンテナンス結果の記録用データを
含み、
　前記エアタグ情報管理サーバに登録済みの前記複数のエアタグ情報の中には、前記メン
テナンス対象装置と前記メンテナンス対象装置の納入先の位置情報とを関連付けたエアタ
グ情報が含まれており、
　前記抽出手段は、前記コンテンツ内においてユーザにより指定されたキーワードであっ
て、前記メンテナンス対象装置の型式、シリアル番号、および納入先名称の少なくとも１
つのキーワードを前記検索用キーワードとして抽出し、
　前記取得手段は、前記エアタグ情報管理サーバにアクセスして、前記エアタグ情報管理
サーバに登録済みの前記複数のエアタグ情報の中から、前記検索用キーワードに対応する
エアタグ情報を取得し、当該エアタグ情報に含まれる位置情報を前記対応位置情報として
取得することを特徴とするエアタグ情報登録装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、位置関連情報管理サーバ（エアタグ情報管理サーバ等）に位置関連情報（エ
アタグ情報等）を登録する位置関連情報登録装置（エアタグ情報登録装置等）、およびそ
れに関連する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　拡張現実技術を用いたアプリケーションソフトウエアとして、セカイカメラ（登録商標
）と称されるアプリケーションソフトウエアが存在する。このアプリケーションソフトウ
エアは、たとえば、スマートフォンなどの携帯情報端末にインストールされて利用される
。
【０００３】
　このアプリケーションソフトウエアの実行中において、携帯情報端末のユーザが、当該
携帯情報端末に内蔵された撮像ユニットを用いて周囲を撮影すると、その撮影場所の建物
等の各対象物に関連する付加情報（「エアタグ情報」とも称される）が可視化され当該撮
影画像に重畳されて表示される。
【０００４】
　詳細には、各対象物の「エアタグ情報」は、当該各対象物の位置情報（ＧＰＳ（Global
 Positioning System）による位置情報）とそれぞれ関連付けられて位置関連情報管理サ
ーバに記録されている。なお、「エアタグ情報」は、位置情報に関連付けられて登録され
る情報であることから、「位置関連情報」とも称される。また、携帯情報端末は、内蔵Ｇ
ＰＳユニットによって当該携帯情報端末の現在位置を取得することができる。エアタグ情
報の送信要求が携帯情報端末の現在位置情報とともに携帯情報端末から位置関連情報管理
サーバに対して付与されると、位置関連情報管理サーバは撮影者の現在位置付近の「エア
タグ情報」を要求元の携帯情報端末に送信する。当該携帯情報端末は、その撮像ユニット
による撮影画像内において、受信したエアタグ情報（詳細にはエアタグ情報を可視化した
「エアタグ」）をその対象物部分に重畳して表示する。これにより、撮影画像内の建物等
に「エアタグ」が重畳されて表示される。
【０００５】
　なお、各種のコンテンツと位置情報（ＧＰＳ情報）とを関連付けて登録する技術も提案
されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－０２６５４６号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記の従来技術においては、携帯情報端末の現在位置をＧＰＳユニット
を用いて認識することが要求される。詳細には、エアタグにはＧＰＳ情報が付与されるこ
とを要し、或る場所のＧＰＳ情報はＧＰＳユニットが実際に「その場所」に存在すること
によって取得される。ＧＰＳユニットが「その場所」に存在しない場合には、「その場所
」の位置情報（ＧＰＳ情報）をＧＰＳユニットによって取得することができないため、「
その場所」に関するエアタグ情報を生成することは困難である。このように、ＧＰＳ情報
を伴うエアタグ情報の生成は、必ずしも容易ではない。換言すれば、位置関連情報管理サ
ーバへのエアタグ情報（位置関連情報）の登録は必ずしも容易ではない。
【０００８】
　そこで、この発明は、位置情報を含むエアタグ情報を比較的容易に登録することが可能
なエアタグ情報登録装置およびそれに関連する技術を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決すべく、請求項１の発明は、エアタグ情報登録システムであって、各対
象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報を管理するエアタグ情報管理サーバと、前
記エアタグ情報を前記エアタグ情報管理サーバに登録する複数の情報端末と、を備え、前
記情報端末は、前記エアタグ情報を登録するためのコンテンツを表示する表示手段と、前
記表示手段に表示される前記コンテンツの中から、検索用キーワードを抽出する抽出手段
と、各検索用キーワードと各位置情報とを関連付けて記憶するキーワード情報記憶手段に
アクセスし、前記コンテンツから抽出された前記検索用キーワードに対応する位置情報で
ある対応位置情報を取得する取得手段と、前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付
けた情報を前記コンテンツに関するエアタグ情報として登録する登録要求を、前記コンテ
ンツおよび前記対応位置情報に加えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信する通信手段
と、を備え、前記エアタグ情報管理サーバは、前記情報端末から受信した前記エアタグ情
報を登録する手段、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　請求項２の発明は、請求項１の発明に係るエアタグ情報登録システムにおいて、前記抽
出手段は、前記コンテンツに含まれる地理キーワードを前記検索用キーワードとして抽出
することを特徴とする。
【００１１】
　請求項３の発明は、請求項２の発明に係るエアタグ情報登録システムにおいて、前記キ
ーワード情報記憶手段は、各地理キーワードと各位置情報とを関連付けて記憶し、前記取
得手段は、前記抽出手段により抽出された前記地理キーワードを前記検索用キーワードと
して用いて、前記対応位置情報を取得することを特徴とする。
【００１２】
　請求項４の発明は、請求項１の発明に係るエアタグ情報登録システムにおいて、前記コ
ンテンツから抽出された前記検索用キーワードは、地理キーワードを含み、前記取得手段
は、前記コンテンツから抽出された前記地理キーワードに対応する位置情報の検索要求を
、前記地理キーワードに加えて、地理情報管理サーバに送信し、前記地理キーワードに対
応する位置情報を、前記対応位置情報として前記地理情報管理サーバから取得することを
特徴とする。
【００１３】
　請求項５の発明は、請求項１ないし請求項４のいずれかの発明に係るエアタグ情報登録
システムにおいて、前記キーワード情報記憶手段は、前記情報端末とは異なる装置に含ま
れることを特徴とする。
【００１４】
　請求項６の発明は、各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報をエアタグ情報
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管理サーバに登録するエアタグ情報登録装置であって、前記エアタグ情報を登録するため
のコンテンツを表示する表示手段と、前記表示手段に表示される前記コンテンツの中から
、検索用キーワードを抽出する抽出手段と、各検索用キーワードと各位置情報とを関連付
けて記憶するキーワード情報記憶手段にアクセスし、前記コンテンツから抽出された検索
用キーワードに対応する位置情報である対応位置情報を取得する取得手段と、前記コンテ
ンツと前記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関するエアタグ情報とし
て登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加えて、前記エアタグ
情報管理サーバに送信し、前記エアタグ情報管理サーバに前記エアタグ情報を登録する登
録制御手段と、を備えることを特徴とする。
【００１６】
　請求項７の発明は、請求項６の発明に係るエアタグ情報登録装置において、前記抽出手
段は、前記コンテンツに含まれる地理キーワードを前記検索用キーワードとして抽出する
ことを特徴とする。
【００１７】
　請求項８の発明は、請求項７の発明に係るエアタグ情報登録装置において、前記キーワ
ード情報記憶手段は、各地理キーワードと各位置情報とを関連付けて記憶し、前記取得手
段は、前記抽出手段により抽出された前記地理キーワードを前記検索用キーワードとして
用いて、前記対応位置情報を取得することを特徴とする。
【００２０】
　請求項９の発明は、請求項６の発明に係るエアタグ情報登録装置において、前記コンテ
ンツから抽出された前記検索用キーワードは、地理キーワードを含み、前記取得手段は、
前記コンテンツから抽出された前記地理キーワードに対応する位置情報の検索要求を、前
記地理キーワードに加えて、地理情報管理サーバに送信し、前記地理キーワードに対応す
る位置情報を、前記対応位置情報として前記地理情報管理サーバから取得することを特徴
とする。
【００２１】
　請求項１０の発明は、請求項６ないし請求項９のいずれかの発明に係るエアタグ情報登
録装置において、前記キーワード情報記憶手段は、前記エアタグ情報登録装置とは異なる
装置に含まれることを特徴とする。
【００２２】
　請求項１１の発明は、各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報をエアタグ情
報管理サーバに登録するエアタグ情報登録装置に内蔵されたコンピュータに、ａ）前記エ
アタグ情報を登録するためのコンテンツを表示するステップと、ｂ）前記ステップａ）に
て表示された前記コンテンツの中から、検索用キーワードを抽出するステップと、ｃ）各
検索用キーワードと各位置情報とを関連付けて記憶するキーワード情報記憶手段にアクセ
スし、前記コンテンツから抽出された検索用キーワードに対応する位置情報である対応位
置情報を取得するステップと、ｄ）前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付けた情
報を前記コンテンツに関するエアタグ情報として登録する登録要求を、前記コンテンツお
よび前記対応位置情報に加えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信し、前記エアタグ情
報管理サーバに前記エアタグ情報を登録するステップと、を実行させるためのプログラム
であることを特徴とする。
【００２３】
　請求項１２の発明は、エアタグ情報登録システムであって、各対象物の位置情報に関連
付けられたエアタグ情報を管理するエアタグ情報管理サーバと、前記エアタグ情報を前記
エアタグ情報管理サーバに登録する複数の情報端末と、を備え、前記情報端末は、前記エ
アタグ情報を登録するためのコンテンツを表示する表示手段と、前記表示手段に表示され
る前記コンテンツの中から、検索用キーワードを抽出する抽出手段と、前記コンテンツか
ら抽出された前記検索用キーワードに対応する位置情報である対応位置情報の検索要求を
、前記検索用キーワードに加えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信する手段と、前記
エアタグ情報管理サーバによる検索結果に基づいて、前記エアタグ情報管理サーバに登録
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済みの複数のエアタグ情報のうち前記検索用キーワードを含むエアタグ情報の位置情報を
、前記対応位置情報として取得する取得手段と、前記コンテンツと前記対応位置情報とを
関連付けた情報を前記コンテンツに関する新たなエアタグ情報として登録する登録要求を
、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信
する通信手段と、を備え、前記エアタグ情報管理サーバは、前記情報端末から受信した前
記新たなエアタグ情報を登録する手段、を備えることを特徴とする。
【００２４】
　請求項１３の発明は、請求項１２の発明に係るエアタグ情報登録システムにおいて、前
記抽出手段は、操作ユーザにより前記コンテンツ内の所望の文字領域に付与された特定マ
ークに基づいて、前記検索用キーワードを前記コンテンツから抽出することを特徴とする
。
【００２６】
　請求項１４の発明は、各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報をエアタグ情
報管理サーバに登録するエアタグ情報登録装置であって、前記エアタグ情報を登録するた
めのコンテンツを表示する表示手段と、前記表示手段に表示される前記コンテンツの中か
ら、検索用キーワードを抽出する抽出手段と、前記コンテンツから抽出された前記検索用
キーワードに対応する位置情報である対応位置情報の検索要求を前記検索用キーワードに
加えて前記エアタグ情報管理サーバに送信する手段と、前記エアタグ情報管理サーバによ
る検索結果に基づいて、前記エアタグ情報管理サーバに登録済みの複数のエアタグ情報の
うち前記検索用キーワードを含むエアタグ情報の位置情報を、前記対応位置情報として取
得する取得手段と、前記コンテンツと前記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテ
ンツに関する新たなエアタグ情報として登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記
対応位置情報に加えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信し、前記エアタグ情報管理サ
ーバに前記新たなエアタグ情報を登録する登録制御手段と、を備えることを特徴とする。
【００２８】
　請求項１５の発明は、請求項１４の発明に係るエアタグ情報登録装置において、前記抽
出手段は、操作ユーザにより前記コンテンツ内の所望の文字領域に付与された特定マーク
に基づいて、前記検索用キーワードを前記コンテンツから抽出することを特徴とする。
【００３２】
　請求項１６の発明は、各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報をエアタグ情
報管理サーバに登録するエアタグ情報登録装置に内蔵されたコンピュータに、ａ）前記エ
アタグ情報を登録するためのコンテンツを表示するステップと、ｂ）前記ステップａ）に
て表示された前記コンテンツの中から、検索用キーワードを抽出するステップと、ｃ）前
記コンテンツから抽出された検索用キーワードに対応する位置情報である対応位置情報の
検索要求を前記検索用キーワードに加えて前記エアタグ情報管理サーバに送信するステッ
プと、ｄ）前記エアタグ情報管理サーバによる検索結果に基づいて、前記エアタグ情報管
理サーバに登録済みの複数のエアタグ情報のうち前記検索用キーワードを含むエアタグ情
報の位置情報を、前記対応位置情報として取得するステップと、ｅ）前記コンテンツと前
記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関する新たなエアタグ情報として
登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加えて、前記エアタグ情
報管理サーバに送信し、前記エアタグ情報管理サーバに前記新たなエアタグ情報を登録す
るステップと、を実行させるためのプログラムであることを特徴とする。
　請求項１７の発明は、エアタグ情報登録システムであって、各対象物の位置情報に関連
付けられたエアタグ情報を管理するエアタグ情報管理サーバと、前記エアタグ情報を前記
エアタグ情報管理サーバに登録するエアタグ情報登録装置と、前記エアタグ情報登録装置
と通信可能な複数の情報端末と、を備え、前記情報端末は、前記エアタグ情報を登録する
ためのコンテンツを表示する表示手段と、前記コンテンツに含まれる検索用キーワードの
指定をユーザから受け付ける受付手段と、を備え、前記エアタグ情報登録装置は、前記ユ
ーザによって指定された検索用キーワードを前記コンテンツの中から抽出する抽出手段と
、前記コンテンツから抽出された前記検索用キーワードに対応する位置情報である対応位
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置情報の検索要求を、前記検索用キーワードに加えて、前記エアタグ情報管理サーバに送
信する手段と、前記エアタグ情報管理サーバによる検索結果に基づいて、前記エアタグ情
報管理サーバに登録済みの複数のエアタグ情報のうち前記検索用キーワードを含むエアタ
グ情報の位置情報を、前記対応位置情報として取得する取得手段と、前記コンテンツと前
記対応位置情報とを関連付けた情報を前記コンテンツに関する新たなエアタグ情報として
登録する登録要求を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加えて、前記エアタグ情
報管理サーバに送信する手段と、を備え、前記エアタグ情報管理サーバは、前記情報端末
から受信した前記新たなエアタグ情報を登録する手段、を備えることを特徴とする。
　請求項１８の発明は、請求項１７の発明に係るエアタグ情報登録システムにおいて、前
記コンテンツは、メンテナンス対象装置に関するメンテナンス結果の記録用データを含み
、前記エアタグ情報管理サーバに登録済みの前記複数のエアタグ情報の中には、前記メン
テナンス対象装置と前記メンテナンス対象装置の納入先の位置情報とを関連付けたエアタ
グ情報が含まれており、前記抽出手段は、前記コンテンツ内においてユーザにより指定さ
れたキーワードであって、前記メンテナンス対象装置の型式、シリアル番号、および納入
先名称の少なくとも１つのキーワードを前記検索用キーワードとして抽出し、前記取得手
段は、前記エアタグ情報管理サーバにアクセスして、前記エアタグ情報管理サーバに登録
済みの前記複数のエアタグ情報の中から、前記検索用キーワードに対応するエアタグ情報
を取得し、当該エアタグ情報に含まれる位置情報を前記対応位置情報として取得すること
を特徴とする。
　請求項１９の発明は、各対象物の位置情報に関連付けられたエアタグ情報をエアタグ情
報管理サーバに登録するエアタグ情報登録装置であって、前記エアタグ情報を登録するた
めのコンテンツに関して検索用キーワードのユーザによる指定を受け付けた情報端末から
前記指定に関するデータを受信する手段と、前記ユーザによって指定された検索用キーワ
ードを前記コンテンツの中から前記データに基づき抽出する抽出手段と、前記コンテンツ
から抽出された前記検索用キーワードに対応する位置情報である対応位置情報の検索要求
を、前記検索用キーワードに加えて、前記エアタグ情報管理サーバに送信する手段と、前
記エアタグ情報管理サーバによる検索結果に基づいて、前記エアタグ情報管理サーバに登
録済みの複数のエアタグ情報のうち前記検索用キーワードを含むエアタグ情報の位置情報
を、前記対応位置情報として取得する取得手段と、前記コンテンツと前記対応位置情報と
を関連付けた情報を前記コンテンツに関する新たなエアタグ情報として登録する登録要求
を、前記コンテンツおよび前記対応位置情報に加えて、前記エアタグ情報管理サーバに送
信し、前記エアタグ情報管理サーバに前記新たなエアタグ情報を登録する登録制御手段と
、を備えることを特徴とする。
　請求項２０の発明は、請求項１９の発明に係るエアタグ情報登録装置において、前記コ
ンテンツは、メンテナンス対象装置に関するメンテナンス結果の記録用データを含み、前
記エアタグ情報管理サーバに登録済みの前記複数のエアタグ情報の中には、前記メンテナ
ンス対象装置と前記メンテナンス対象装置の納入先の位置情報とを関連付けたエアタグ情
報が含まれており、前記抽出手段は、前記コンテンツ内においてユーザにより指定された
キーワードであって、前記メンテナンス対象装置の型式、シリアル番号、および納入先名
称の少なくとも１つのキーワードを前記検索用キーワードとして抽出し、前記取得手段は
、前記エアタグ情報管理サーバにアクセスして、前記エアタグ情報管理サーバに登録済み
の前記複数のエアタグ情報の中から、前記検索用キーワードに対応するエアタグ情報を取
得し、当該エアタグ情報に含まれる位置情報を前記対応位置情報として取得することを特
徴とする。
【発明の効果】
【００３３】
　請求項１ないし請求項１１に記載の発明によれば、キーワード情報記憶手段にアクセス
し、コンテンツから抽出された検索用キーワードに対応する位置情報（対応位置情報）が
取得され、当該コンテンツと当該位置情報（対応位置情報）とを関連付けた情報を当該コ
ンテンツに関するエアタグ情報として登録する登録要求がエアタグ情報管理サーバに送信
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され、当該登録要求に応じて当該エアタグ情報がエアタグ情報管理サーバに登録される。
したがって、コンテンツと位置情報とを関連付けたエアタグ情報を比較的容易にエアタグ
情報管理サーバに登録することが可能である。
【００３４】
　請求項１２ないし請求項２０に記載の発明によれば、エアタグ情報管理サーバに登録済
みの複数のエアタグ情報のうち検索用キーワードを含むエアタグ情報の位置情報が、検索
用キーワードに対応する位置情報（対応位置情報）として取得され、当該コンテンツと当
該位置情報（対応位置情報）とを関連付けた情報を当該コンテンツに関する新たなエアタ
グ情報として登録する登録要求がエアタグ情報管理サーバに送信され、当該登録要求に応
じて当該新たなエアタグ情報がエアタグ情報管理サーバに登録される。したがって、コン
テンツと位置情報とを関連付けたエアタグ情報を比較的容易にエアタグ情報管理サーバに
登録することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】第１実施形態に係る位置関連情報登録システムを示す図である。
【図２】携帯情報端末の概略構成を示す機能ブロック図である。
【図３】地理ワード管理情報を示す図である。
【図４】第１実施形態に係る動作を示す図である。
【図５】携帯情報端末におけるコンテンツの表示例を示す図である。
【図６】地理ワードの抽出結果（検索結果）を示す図である。
【図７】複数の地理キーワードに関する位置情報等の取得結果を示す図である。
【図８】登録内容の確認画面を示す図である。
【図９】第２実施形態に係る位置関連情報登録システムを示す図である。
【図１０】エアタグ管理情報を示す図である。
【図１１】第２実施形態に係る動作を示す図である。
【図１２】コンテンツ内にアンダーラインが付された様子を示す図である。
【図１３】第３実施形態に係る位置関連情報登録システムを示す図である。
【図１４】ＭＦＰ（画像形成装置）の概略構成を示す機能ブロック図である。
【図１５】メンテナンス作業の概要を説明する図である。
【図１６】第３実施形態に係る動作を示す図である。
【図１７】エアタグ管理情報（登録前）を示す図である。
【図１８】携帯情報端末におけるコンテンツの表示例を示す図である。
【図１９】コンテンツ内にアンダーラインが付された様子を示す図である。
【図２０】登録内容の確認画面を示す図である。
【図２１】メンテナンス結果が記入された様子を示す図である。
【図２２】エアタグ管理情報（登録後）を示す図である。
【図２３】変形例に係る構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００３７】
　　＜１．第１実施形態＞
　　　＜１－１．構成概要＞
　図１は、第１実施形態に係る位置関連情報登録システム１（詳細には１Ａ）を示す図で
ある。図１に示すように、このエアタグ情報登録システム１Ａは、エアタグ情報管理サー
バ５０と地理情報管理サーバ６０と複数の携帯情報端末７０（詳細には７０ａ，７０ｂ，
...）とを備える。
【００３８】
　複数の携帯情報端末７０は、それぞれ、ネットワークＮＷを介してエアタグ情報管理サ
ーバ５０と地理情報管理サーバ６０とに対して接続される。ネットワークＮＷは、ＬＡＮ
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（Local Area Network）およびインターネットなどによって構成される。また、ネットワ
ークＮＷに対する接続態様は、有線接続であってもよく、或いは無線接続であってもよい
。たとえば、エアタグ情報管理サーバ５０および地理情報管理サーバ６０は、それぞれ、
ネットワークＮＷに対して有線接続され、複数の携帯情報端末７０はネットワークＮＷに
対して無線接続される。
【００３９】
　エアタグ情報管理サーバ５０は、対象物ごとのエアタグ情報、詳細には位置情報（ＧＰ
Ｓ（Global Positioning System）による位置情報）等を含むエアタグ情報、を管理する
サーバコンピュータである。なお、「エアタグ情報」は、位置情報に関連付けられる情報
であることから、「位置関連情報」とも称される。同様に、エアタグ情報管理サーバ５０
は、位置関連情報管理サーバ５０とも称される。また、エアタグ情報登録システム１は、
位置関連情報登録システム１とも称される。
【００４０】
　地理情報管理サーバ６０は、地理キーワードごとの位置情報（ＧＰＳにおける位置情報
）を管理するサーバコンピュータである（後述）。
【００４１】
　なお、エアタグ情報登録システム１Ａは、サーバ５０等を用いてエアタグ情報を管理し
且つ活用するエアタグ情報管理システムであるとも表現される。また、携帯情報端末７０
は、位置関連情報登録装置とも称される。
【００４２】
　　　＜１－２．携帯情報端末７０の構成＞
　次に携帯情報端末７０の構成について説明する。
【００４３】
　携帯情報端末７０は、他の装置との間でのネットワーク通信が可能な携帯式の情報入出
力端末装置である。携帯情報端末７０としては、スマートフォンおよびタブレット型端末
などが例示される。また、携帯情報端末７０は、電子文書閲覧装置あるいは電子ペーパ閲
覧装置などであってもよい。
【００４４】
　図２は、携帯情報端末７０の概略構成を示す機能ブロック図である。
【００４５】
　携帯情報端末７０は、図２の機能ブロック図に示すように、ＧＰＳユニット７１、撮像
部７２、通信部７４、入出力部７６およびコントローラ７９等を備えており、これらの各
部を複合的に動作させることによって、各種の機能を実現する。
【００４６】
　ＧＰＳユニット７１は、全地球測位システム（ＧＰＳ：Global Positioning System）
による測位を行う処理部である。
【００４７】
　撮像部７２は、レンズなどの光学素子、およびＣＤＤなどの光電変換素子等により構成
される。撮像部７２は、携帯情報端末７０の周囲の対象物が被写体として撮像されている
撮影画像を取得することが可能である。
【００４８】
　通信部７４は、ネットワークＮＷを介したネットワーク通信を行うことが可能である。
このネットワーク通信では、たとえば、ＴＣＰ／ＩＰ（Transmission Control Protocol 
/ Internet Protocol）等の各種のプロトコルが利用される。当該ネットワーク通信を利
用することによって、携帯情報端末７０は、所望の相手先との間で各種のデータを授受す
ることが可能である。
【００４９】
　入出力部７６は、携帯情報端末７０に対する入力を受け付ける操作入力部７６ａと、各
種情報の表示出力を行う表示部７６ｂとを備えている。この携帯情報端末７０においては
、液晶表示パネルに圧電センサ等が埋め込まれて構成されたタッチスクリーンＴＳ（図１
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参照）が設けられている。このタッチスクリーンＴＳは、操作入力部７６ａの一部として
も機能するとともに、表示部７６ｂの一部としても機能する。
【００５０】
　コントローラ７９は、携帯情報端末７０に内蔵され、携帯情報端末７０を統括的に制御
する制御装置である。コントローラ７９は、ＣＰＵおよび各種の半導体メモリ（ＲＡＭお
よびＲＯＭ）等を備えるコンピュータシステムとして構成される。コントローラ７９は、
ＣＰＵにおいて、記憶部（半導体メモリ等）内に格納されている所定のソフトウエアプロ
グラム（以下、単にプログラムとも称する）ＰＧ１を実行することによって、各種の処理
部を実現する。なお、当該プログラムＰＧ１は、ＵＳＢメモリなどの可搬性の記録媒体、
あるいはネットワークＮＷ等を介して携帯情報端末７０にインストールされるようにして
もよい。
【００５１】
　プログラムＰＧ１は、拡張現実技術を用いたアプリケーションソフトウエアであり、拡
張現実に関する諸機能をも実現する。また、プログラムＰＧ１は、エアタグ情報ＡＪをエ
アタグ情報管理サーバ５０に登録する機能等をも実現する。この実施形態においては、こ
の登録機能を中心に説明する。
【００５２】
　具体的には、図２に示すように、コントローラ７９は、通信制御部８１と抽出部８３と
位置情報取得部８５と登録制御部８７とを含む各種の処理部を実現する。
【００５３】
　通信制御部８１は、通信部７４等と協働して、エアタグ情報管理サーバ５０および地理
情報管理サーバ６０等との通信動作を制御する処理部である。
【００５４】
　抽出部８３は、携帯情報端末７０に内蔵された表示部７６ｂに表示されているコンテン
ツ（詳細には当該コンテンツのデータ）ＣＮの中から、検索用キーワードを抽出する処理
部である。
【００５５】
　位置情報取得部８５は、コンテンツＣＮに関連付けるべき位置情報ＰＤを取得する処理
部である。具体的には、位置情報取得部８５は、位置情報ＰＤとして、携帯情報端末７０
の現在位置の情報をＧＰＳユニット７１を用いて取得することが可能である。また、位置
情報取得部８５は、コンテンツＣＮに関連付けるべき位置情報であって携帯情報端末７０
の現在地以外の位置情報を位置情報ＰＤとして取得することも可能である。具体的には、
後に詳述するように、位置情報取得部８５は、地理情報管理サーバにアクセスして、検索
用キーワード（たとえば、地理キーワード）に対応する位置情報（対応位置情報とも称す
る）ＰＤを地理情報管理サーバ６０から取得することが可能である。
【００５６】
　登録制御部８７は、コンテンツＣＮに関するエアタグ情報ＡＪを、コンテンツＣＮと位
置情報ＰＤとが関連付けられた状態で、エアタグ情報管理サーバ５０に登録する処理部で
ある。
【００５７】
　これらの処理部の動作等によって、携帯情報端末７０は、エアタグ情報ＡＪ（位置情報
ＰＤとコンテンツＣＮとが関連付けられた位置関連情報）をエアタグ情報管理サーバ５０
に登録する装置（位置関連情報登録装置）として機能する。
【００５８】
　　　＜１－３．地理情報管理サーバ６０＞
　地理情報管理サーバ６０は、地理情報を管理するサーバコンピュータである。地理情報
管理サーバ６０には、図３に示すような地理ワード管理情報ＤＢ２が記録されている。地
理ワード管理情報ＤＢ２においては、各地理キーワードと当該各地理キーワードに対応す
る位置情報（ＧＰＳ情報）とが関連付けられて記録されている。また、各地理キーワード
には、当該各地理キーワードに対応する住所情報も関連付けられて記録されている。たと
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えば、地理キーワード「銀閣寺」には、その位置情報（ＧＰＳ情報）とその住所情報とが
関連付けられて記録されている。このように、地理ワード管理情報ＤＢ２においては、地
理キーワードと位置情報と住所情報との対応関係が記録されている。地理ワード管理情報
ＤＢ２は、地理キーワードリストなどとも表現される。
【００５９】
　この第１実施形態においては、表示中のコンテンツＣＮの地理キーワードが検索用キー
ワードとして用いられて地理ワード管理情報ＤＢ２による検索処理が行われ、当該地理キ
ーワードに対応する位置情報等が取得される。なお、地理情報管理サーバ６０は、複数の
検索用キーワードとそれぞれの位置情報とを関連付けて記憶するキーワード情報記憶手段
として機能する。
【００６０】
　以下では、本システム１Ａにおける動作等について詳細に説明する。
【００６１】
　　　＜１－４．本システムにおける動作＞
　さて、プログラムＰＧ１が携帯情報端末７０にて実行されているときには、拡張現実が
実現される。具体的には、携帯情報端末７０ａの操作ユーザが、当該携帯情報端末７０に
内蔵された撮像部７２を用いて周囲を撮影すると、撮像部７２による撮影画像が表示部７
６ｂ（タッチスクリーンＴＳ）にリアルタイムで表示される。このとき、その撮影場所の
建物等の対象物に関連する付加情報（「エアタグ情報」）が可視化されて生成される「エ
アタグ」（詳細にはエアタグ画像）が撮影画像に対して重畳されて表示される。
【００６２】
　詳細には、各対象物の「エアタグ情報」は、当該各対象物の位置情報（ＧＰＳ情報）と
それぞれ関連付けられてエアタグ情報管理サーバ５０（詳細には当該サーバ５０内のエア
タグ管理情報ＤＢ１（不図示））に記録されている。一方、携帯情報端末７０は、その周
辺の建物等（周辺対象物）を撮影する際において、そのＧＰＳユニット７１によって当該
携帯情報端末７０の現在位置を取得することができる。エアタグ情報の送信要求が、携帯
情報端末７０の現在位置情報とともに、携帯情報端末７０からエアタグ情報管理サーバ５
０に対して付与されると、エアタグ情報管理サーバ５０は、撮影者の現在位置付近の「エ
アタグ情報」を要求元の携帯情報端末７０に送信する。当該携帯情報端末７０は、その撮
像部７２による撮影画像内において、受信したエアタグ情報（詳細にはエアタグ情報を可
視化した「エアタグ」）をその対象物部分に重畳して表示する。これにより、撮影画像内
の建物等に「エアタグ」が重畳されて表示される。
【００６３】
　上述のように、従来においては、エアタグにはＧＰＳ情報が付与されることを要し、当
該ＧＰＳ情報はＧＰＳユニットが実際にその場所に存在することによって取得される。こ
こにおいて、ＧＰＳユニットがその場所に存在しない場合には、ＧＰＳユニットによる位
置情報の取得ができないため、その場所のＧＰＳ情報に基づくエアタグ情報を生成するこ
とは困難である。
【００６４】
　一方、この実施形態に係るエアタグ情報登録システム１Ａによれば、地理情報管理サー
バ６０を利用することなどによって、エアタグ情報を比較的容易に登録することが可能で
ある。以下では、そのような登録動作について詳細に説明する。
【００６５】
　図４は、このエアタグ情報登録システム１Ａにおける動作を示す図である。ここでは、
携帯情報端末７０ａにおいてプログラムＰＧ１が実行され、ユーザ操作によって「登録」
メニューが選択され、登録対象の所望のコンテンツＣＮを登録する動作（登録動作）が実
行される状況を想定する。
【００６６】
　まずステップＳ１１（図４）において、携帯情報端末７０（ここでは７０ａ）は、ユー
ザ指示に基づき、登録対象のコンテンツＣＮを表示部７６ｂ（タッチスクリーンＴＳ）に
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表示する。当該コンテンツＣＮとしては、たとえば文書データあるいは画像データ等が例
示される。当該コンテンツＣＮは、携帯情報端末７０ａの記憶部内に格納されているもの
でもよく、あるいは、携帯情報端末７０ａとは別の装置からネットワークを介してダウン
ロードされるもの（例えば、ウエブサーバからダウンロードされるウエブコンテンツ等）
であってもよい。また、当該コンテンツＣＮは、一般に流通しているものであってもよく
、あるいは、独自に作成したものであってもよい。
【００６７】
　図５は、このような表示例を示す図である。図５においては、観光地に関するコンテン
ツ（観光案内コンテンツ）ＣＮが、携帯情報端末７０ａのタッチスクリーンＴＳに表示さ
れている様子が示されている。図５の画面下段には、３つのボタン（具体的には、「次へ
」ボタンＢＮ１、「戻る」ボタンＢＮ２、および「エアタグ」ボタンＢＮ３）が設けられ
ている。これらのボタンは、ソフトウエアによりタッチスクリーンＴＳ上に仮想的に実現
されるボタン（いわゆるソフトウエアボタン）である。ボタンＢＮ１が押下されると次の
ページが表示され、ボタンＢＮ２が押下されると前のページが表示される。また、ボタン
ＢＮ３が押下されると、エアタグ情報登録のための動作が実行される。
【００６８】
　図５の表示画面においてボタンＢＮ３が押下されると、携帯情報端末７０ａのタッチス
クリーンＴＳに表示されるコンテンツＣＮの中から、検索用キーワードが抽出される（ス
テップＳ１２）。具体的には、携帯情報端末７０ａは、地理情報管理サーバ６０と協働し
て、地理キーワードを検索用キーワードとして抽出する。たとえば、携帯情報端末７０ａ
は、タッチスクリーンＴＳに表示されているページのテキスト情報を地理情報管理サーバ
６０に送信する。そして、地理情報管理サーバ６０は、地理ワード管理情報ＤＢ２（図３
）内の複数の地理キーワードのいずれかに合致するものをテキスト情報の中から検索して
抽出する。抽出結果（検索結果）は、地理情報管理サーバ６０から携帯情報端末７０ａに
送信される。
【００６９】
　図６は、このような抽出結果（検索結果）を示す図である。図６においては、図５の表
示中コンテンツＣＮの中から抽出された地理キーワードが太字で示されている。具体的に
は、「銀閣寺」、「哲学の道」、「南禅寺」などの用語が地理キーワード（検索用キーワ
ード）として抽出されている。
【００７０】
　そして、もう一度ボタンＢＮ３が押下されると、今度は、各地理キーワードに対応する
位置情報が取得される（ステップＳ１３）。詳細には、携帯情報端末７０ａは、地理情報
管理サーバ６０にアクセスして、地理キーワード（検索用キーワード）に対応する位置情
報ＰＤを地理情報管理サーバ６０から取得する。
【００７１】
　より詳細には、携帯情報端末７０ａは、コンテンツＣＮから抽出された各地理キーワー
ドに対応する位置情報の検索要求ＤＭを、当該各地理キーワードとともに地理情報管理サ
ーバ６０に送信する。そして、地理情報管理サーバ６０は、各地理キーワードに対応する
各位置情報ＰＤを地理ワード管理情報ＤＢ２から検索して抽出し、抽出した各位置情報Ｐ
Ｄを携帯情報端末７０ａへ送信する。携帯情報端末７０ａは、各地理キーワードに対応す
る各位置情報ＰＤを地理情報管理サーバ６０から取得する。
【００７２】
　図７は、複数の地理キーワードに関する位置情報ＰＤ等の取得結果を示す図である。図
７においては、各地理キーワードに関する複数のタグ情報ＴＪｉ（詳細には、３つのタグ
情報ＴＪ１，ＴＪ２，ＴＪ３）が、登録候補として表示されている。具体的には、地理キ
ーワード「銀閣寺」に対応する位置情報等がタグ情報ＴＪ１として表示され、地理キーワ
ード「哲学の道」に対応する位置情報等がタグ情報ＴＪ２として表示され、地理キーワー
ド「南禅寺」に対応する位置情報等がタグ情報ＴＪ３として表示されている。より詳細に
は、各地理キーワードが各タグ情報のタグ名称として利用されている。また、ユーザの利
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便性を考慮し、取得された位置情報ＰＤのみならず、当該位置情報ＰＤに対応する住所情
報もが、各地理キーワード（タグ名称）に対応して表示されている。
【００７３】
　操作ユーザは、これら複数のタグ情報ＴＪｉの中から、所望のタグ情報を選択する。具
体的には、操作ユーザは、各タグ情報に関する複数の表示領域の中から、所望のタグ情報
に対応する領域を手指で押下して仮選択した状態において、選択ボタンＢＮ５を押下する
。例えば、操作ユーザは、上から２段目のタグ情報ＴＪ２が最も適切であると判定すると
、当該タグ情報ＴＪ２に対応する領域を仮選択しさらに選択ボタンＢＮ５を押下する。こ
のような押下操作に応答して、図８に示すような確認画面がタッチスクリーンＴＳに表示
される。
【００７４】
　図８の確認画面においては、登録しようとしているタグ情報ＴＪ２のタグ名称（地理キ
ーワード）「哲学の道」と、それに関連付けて記録しようとしているコンテンツＣＮとが
表示されている。また、当該コンテンツＣＮに対して、位置情報ＰＤおよび住所情報ＡＤ
もが関連付けて登録されようとしていることも示されている。
【００７５】
　図８の確認画面の表示内容が確認され、必要に応じて「コメント」欄にコメントが記入
された後に、タグ登録ボタンＢＮ７が押下されると、携帯情報端末７０ａは、タグ情報Ｔ
Ｊ２に基づきエアタグ情報ＡＪを生成する。具体的には、ステップＳ１３で取得された位
置情報ＰＤとステップＳ１１で表示されていたコンテンツＣＮとが関連付けられたエアタ
グ情報ＡＪが、携帯情報端末７０ａによって生成される。コンテンツＣＮは、たとえば、
対象文書データをページごとに可視化して生成された画像データとして、位置情報ＰＤに
関連付けられればよい。そして、当該エアタグ情報ＡＪ（タグ名称と住所情報ＡＤと位置
情報ＰＤとコメント情報とコンテンツＣＮとを含む情報）がその登録要求ＲＭとともに携
帯情報端末７０ａからエアタグ情報管理サーバ５０に送信される。この登録要求ＲＭは、
コンテンツＣＮと位置情報ＰＤとを関連付けた情報（エアタグ情報等）を当該コンテンツ
ＣＮに関する位置関連情報として登録することを要求する指令である。当該登録要求ＲＭ
に応じて、エアタグ情報管理サーバ５０は、受信したエアタグ情報ＡＪを新たなエアタグ
情報として追加登録する。
【００７６】
　このようにして、携帯情報端末７０ａは、コンテンツＣＮに関するエアタグ情報ＡＪを
、当該コンテンツＣＮと位置情報ＰＤとが関連付けられた状態で、エアタグ情報管理サー
バ５０のエアタグ管理情報ＤＢ１に（追加）登録する（ステップＳ１４）。
【００７７】
　以上のように、携帯情報端末７０は、地理情報管理サーバ６０にアクセスして、コンテ
ンツＣＮから抽出された地理キーワード（検索用キーワード）に対応する位置情報を取得
する（ステップＳ１３）。そして、携帯情報端末７０は、コンテンツＣＮと位置情報ＰＤ
とが関連付けられた状態で、コンテンツＣＮに関するエアタグ情報ＡＪをエアタグ情報管
理サーバ５０に登録する（ステップＳ１４）。したがって、位置情報ＰＤを含むエアタグ
情報ＡＪを比較的容易に生成することが可能である。換言すれば、位置情報ＰＤを含むエ
アタグ情報ＡＪを比較的容易にエアタグ情報管理サーバ５０に登録することが可能である
。
【００７８】
　その後、登録されたエアタグ情報ＡＪは、各携帯情報端末７０から利用することができ
る。たとえば、エアタグ情報ＡＪに含まれる位置情報ＰＤに対応する場所を或るユーザが
実際に訪問する際には、当該ユーザの携帯情報端末７０は、エアタグ情報管理サーバ５０
にアクセスして当該エアタグ情報ＡＪを取得し、当該エアタグ情報ＡＪに関するエアタグ
画像を、撮影画像に重畳して表示することができる。さらに、当該ユーザの携帯情報端末
７０は、当該エアタグ情報ＡＪに関連付けて登録されているコンテンツＣＮを、所定の操
作に応じて携帯情報端末７０に表示させることも可能である。
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【００７９】
　たとえば、操作ユーザが自宅でステップＳ１０によるエアタグ情報ＡＪの登録動作を予
め行っておき、その後に旅行に出かけ、予め登録しておいたエアタグ情報ＡＪを旅行先（
現地）で呼び出し、当該エアタグ情報ＡＪに関連付けられているコンテンツＣＮ（観光ガ
イド等）を参照することが可能である。
【００８０】
　　＜２．第２実施形態＞
　第２実施形態は、第１実施形態の変形例である。以下では、第１実施形態との相違点を
中心に説明する。
【００８１】
　上記第１実施形態においては、地理情報管理サーバ６０に登録された地理ワード管理情
報ＤＢ２を用いて、地理キーワードに対応する位置情報（対応位置情報）ＰＤが取得され
、当該位置情報ＰＤに基づいてエアタグ情報ＡＪが生成される場合が例示されている。
【００８２】
　この第２実施形態においては、エアタグ情報管理サーバ５０にアクセスして、エアタグ
情報管理サーバ５０に登録済みの複数のエアタグ情報において、検索用キーワードに対応
するエアタグ情報が存在するか否かが確認される。検索用キーワードに対応するエアタグ
情報が存在する場合には、当該エアタグ情報に含まれる位置情報ＰＤが、検索用キーワー
ドに対応する位置情報として取得される。換言すれば、エアタグ情報管理サーバ５０に登
録済みの複数のエアタグ情報の中から、特定の検索用キーワードに合致する用語を含むエ
アタグ情報が検索され、当該エアタグ情報の位置関連情報の位置情報が、当該特定の検索
用キーワードに対応する位置情報（対応位置情報）として取得される。そして、このよう
にして取得された位置情報ＰＤと登録対象のコンテンツＣＮとが関連付けられた状態で、
コンテンツＣＮに関するエアタグ情報ＡＪがエアタグ情報管理サーバ５０に登録される。
【００８３】
　すなわち、検索用キーワードと同一のキーワードを伴って予め登録されたエアタグ情報
（登録済みのエアタグ情報）がエアタグ情報管理サーバ５０内に存在する場合には、当該
登録済みのエアタグ情報に含まれる位置情報ＰＤが取得され、当該位置情報ＰＤを利用し
て新たなエアタグ情報の登録動作が行われる。
【００８４】
　以下では、このような態様について詳細に説明する。
【００８５】
　図９は、第２実施形態に係るエアタグ情報登録システム１Ｂを示す図である。図１と比
較すると判るように、第２実施形態に係るエアタグ情報登録システム１Ｂにおいては、地
理情報管理サーバ６０が設けられていない。エアタグ情報登録システム１Ｂに係るその他
の構成は、第１実施形態に係るエアタグ情報登録システム１Ａと同様である。
【００８６】
　図１０は、エアタグ情報管理サーバ５０に記憶されるエアタグ管理情報ＤＢ１を示す図
である。エアタグ管理情報ＤＢ１は、エアタグ情報（位置関連情報）を管理する情報であ
る。後述するステップＳ２１（図１１）の開始時点よりも前の時点において、図１０に示
すように、エアタグ管理情報ＤＢ１には複数のエアタグ情報が既に登録されているものと
する。各エアタグ情報は、「ＩＤ（識別子）」、「エアタグ名称」、「位置情報（ＧＰＳ
情報）」、「住所」、「コメント」、「コンテンツ」などの複数の項目情報を有している
。
【００８７】
　これらの複数の登録済みのエアタグ情報は、後述するステップＳ２３において、検索処
理の対象情報（検索対象情報）として利用され、当該検索対象情報の中から「検索用キー
ワードに対応するエアタグ情報」が検索される。当該検索対象情報として利用される各登
録済みエアタグ情報は、携帯情報端末７０および操作ユーザが実際にその場所に存在する
ときに、当該場所の位置情報ＰＤに関連付けて登録されたものであってもよく、あるいは
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、携帯情報端末７０および操作ユーザが実際にその場所に存在しないときに上記第１実施
形態のようにして当該場所の位置情報ＰＤに関連付けて登録されたものであってもよい。
また、当該各登録済みエアタグ情報は、同一ユーザによる登録済みのエアタグ情報であっ
てもよく、あるいは、別のユーザによる登録済みのエアタグ情報であってもよい。
【００８８】
　図１１は、第２実施形態に係る動作を示す図である。第２実施形態においては、図４の
動作に代えて、図１１の動作が実行される。
【００８９】
　具体的には、まずステップＳ２１において、ステップＳ１１と同様に、携帯情報端末７
０ａは、登録対象のコンテンツＣＮを表示部７６ｂ（タッチスクリーンＴＳ）に表示する
（図５参照）。
【００９０】
　つぎに、携帯情報端末７０ａの操作ユーザは、タッチスクリーンＴＳに表示されている
コンテンツＣＮにおいて、検索用キーワードを指定する。詳細には、操作ユーザは、手指
あるいはタッチペン等を用いて、タッチスクリーンＴＳ内にて適宜の操作（ここでは略直
線状のドラッグ操作）を行うことによって、所望の文字領域に対して特定マーク（ここで
はアンダーライン）を付与する（図１２参照）。なお、特定マークの付与処理は、アンダ
ーラインの付与処理に限定されず、文字領域を囲む丸印の付与処理、および／または文字
領域を特定色の細長矩形状マークで塗りつぶすマーキング処理等であってもよい。
【００９１】
　その後、図１２の表示画面においてボタンＢＮ３が押下されると、携帯情報端末７０ａ
は、携帯情報端末７０ａのタッチスクリーンＴＳに表示されているコンテンツＣＮの中か
ら、検索用キーワードを特定マーク（ここではアンダーライン）に基づいて抽出する（ス
テップＳ２２）。換言すれば、特定マークを用いたユーザ指定に基づいて、検索用キーワ
ードが抽出される。たとえば、「哲学の道」、「銀閣寺」、「南禅寺」などの用語が検索
用キーワードとして抽出される。
【００９２】
　そして、もう一度ボタンＢＮ３が押下されると、今度は、各検索用キーワードに対応す
るエアタグ情報がエアタグ管理情報ＤＢ１に予め登録された複数のエアタグ情報（図１０
参照）の中から検索される。
【００９３】
　たとえば、検索用キーワード「哲学の道」が、予め登録された複数のエアタグ情報の特
定項目（詳細には、「エアタグ名称」、「住所」および／または「コメント」等）に含ま
れているか否かが判定される。
【００９４】
　検索用キーワード「哲学の道」が、或るエアタグ情報ＡＪ２の特定項目（たとえば「エ
アタグ名称」）に含まれている場合には、エアタグ情報ＡＪ２が、検索用キーワード「哲
学の道」に対応するエアタグ情報として、抽出される。そして、当該エアタグ情報ＡＪ２
に含まれる位置情報ＰＤが、検索用キーワード「哲学の道」に対応する位置情報として取
得される（ステップＳ２３）。また、当該エアタグ情報ＡＪ２に含まれる住所情報ＡＤも
、検索用キーワード「哲学の道」に対応する情報として取得される。
【００９５】
　このような取得処理は、携帯情報端末７０ａとエアタグ情報管理サーバ５０とが連携す
ることにより実現される。詳細には、検索用キーワードが携帯情報端末７０ａからエアタ
グ情報管理サーバ５０へと検索要求ＤＭとともに送信され、エアタグ情報管理サーバ５０
（詳細にはエアタグ情報管理サーバ５０の検索部（不図示））は、当該検索要求ＤＭに応
答して、検索用キーワードに対応するエアタグ情報がエアタグ管理情報ＤＢ１内に存在す
るか否かを判定する。検索用キーワードに対応するエアタグ情報がエアタグ管理情報ＤＢ
１内に存在する場合には、エアタグ情報管理サーバ５０は、当該エアタグ情報から抽出し
た位置情報ＰＤおよび住所情報ＡＤ等を、携帯情報端末７０ａに検索結果として送信する
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。携帯情報端末７０ａは、エアタグ情報管理サーバ５０による検索結果を受信し、当該検
索結果に基づいて、複数のエアタグ情報のうちの検索用キーワードに対応するエアタグ情
報に含まれる位置情報ＰＤを、当該検索用キーワードに対応する位置情報として取得する
。
【００９６】
　その他の検索用キーワード（「銀閣寺」、「南禅寺」など）についても同様の動作が実
行される。ここでは、複数の検索用キーワード（「哲学の道」、「銀閣寺」、「南禅寺」
など）に対応するエアタグ情報として単一のエアタグ情報ＡＪ２のみが結果的に抽出され
る場合を想定する。この場合には、図８に示すような確認画面が表示される。
【００９７】
　なお、複数の複数の検索用キーワードに対応するエアタグ情報として、複数のエアタグ
情報が抽出される場合には、図７と同様に、複数のタグ情報が選択候補として表示される
ようにすればよい。
【００９８】
　図８の確認画面の表示内容が確認され、登録ボタンＢＮ７が押下されると、携帯情報端
末７０ａは、新たなエアタグ情報ＡＪ２０（不図示）を生成する。たとえば、操作ユーザ
ＵＡとは異なるユーザＵＢのエアタグ情報ＡＪ２が利用される場合には、ユーザＵＢとは
別の操作ユーザＵＡ向けの新たなエアタグ情報ＡＪ２０が生成される。なお、これに限定
されず、操作ユーザＵＡと同じユーザＵＡのエアタグ情報ＡＪ２が利用されて、当該ユー
ザＵＡ向けの新たなエアタグ情報ＡＪ２０（たとえば、ＩＤ＝「０００６」の新たなエア
タグ情報）が生成されるようにしてもよい。
【００９９】
　より具体的には、ステップＳ２３で取得された位置情報ＰＤとステップＳ２１で表示さ
れていたコンテンツＣＮとが関連付けられた新たなエアタグ情報ＡＪ２０が、携帯情報端
末７０ａによって生成される。そして、当該エアタグ情報ＡＪ２０（位置情報ＰＤとコン
テンツＣＮとを含む情報）がその登録要求ＲＭとともに携帯情報端末７０ａからエアタグ
情報管理サーバ５０に送信される。当該登録要求ＲＭに応じて、エアタグ情報管理サーバ
５０は、受信したエアタグ情報ＡＪを新たなエアタグ情報として追加登録する。
【０１００】
　このようにして、携帯情報端末７０ａは、コンテンツＣＮに関する新たなエアタグ情報
ＡＪを、当該コンテンツＣＮと位置情報ＰＤとが関連付けられた状態で、エアタグ情報管
理サーバ５０に登録する（ステップＳ２４）。
【０１０１】
　以上のように、携帯情報端末７０ａは、エアタグ情報管理サーバ５０にアクセスして、
エアタグ情報管理サーバ５０に登録された複数のエアタグ情報の中から、検索用キーワー
ドに対応するエアタグ情報ＡＪ２を取得し、当該エアタグ情報ＡＪ２に含まれる位置情報
ＰＤを取得する。そして、携帯情報端末７０ａは、コンテンツＣＮと位置情報ＰＤとを関
連付けた状態で、コンテンツＣＮに関する新たなエアタグ情報ＡＪ２０をエアタグ情報管
理サーバ５０に登録する。したがって、位置情報ＰＤを含む新たなエアタグ情報ＡＪ２０
を比較的容易に生成することが可能である。換言すれば、位置情報ＰＤを含む新たなエア
タグ情報ＡＪ２０を比較的容易にエアタグ情報管理サーバ５０に登録することが可能であ
る。
【０１０２】
　特に、操作ユーザが必ずしも「その場所」に存在しない場合においても、「その場所」
の位置情報ＰＤを取得することが可能であるので、位置情報ＰＤを含むエアタグ情報を非
常に簡易に登録することが可能である。
【０１０３】
　なお、この第２実施形態では、ステップＳ２３において、コンテンツＣＮから抽出され
た複数のキーワードのいずれかに合致する内容を有するエアタグ情報が検索される態様が
例示されている。すなわち、複数の検索用キーワードに関して、いわゆるＯＲ検索が行わ
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れる態様が例示されている。しかしながら、これに限定されない。たとえば、複数の検索
用キーワードに関して、いわゆるＡＮＤ検索が行われるようにしてもよい。より具体的に
は、複数の検索用キーワードの全て（たとえば、「京都」および「哲学の道」の双方）を
有するエアタグ情報が検索されるようにしてもよい。
【０１０４】
　　＜３．第３実施形態＞
　　　＜３－１．概要＞
　第３実施形態は、第２実施形態の変形例である。以下では、第２実施形態との相違点を
中心に説明する。
【０１０５】
　第３実施形態は、エアタグ情報管理サーバ５０に対する登録動作等が携帯情報端末７０
ではなく画像形成装置１０（詳細には１０ｘ）によって主に実行される点で、第２実施形
態と相違する。また、第３実施形態では、画像形成装置１０ｘ内に格納されているコンテ
ンツＣＮが、位置情報ＰＤと関連付けられて、エアタグ情報管理サーバ５０にも登録され
る。
【０１０６】
　さらに、第３実施形態においては、観光地に関する資料ではなく、複数の画像形成装置
１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，...（図１５参照）に関する「メンテナンスシート」がコンテ
ンツＣＮとして例示される。
【０１０７】
　ここで、複数の画像形成装置１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，...は、それぞれ、或るメンテ
ナンス担当者ＵＡによるメンテナンス対象装置である。納入元（販売会社ＣＸ等）の当該
メンテナンス担当者ＵＡが、各納入先（会社ＣＡ，ＢＣ，ＣＣ）に納入された各画像形成
装置１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，...のメンテナンスを行う際に、各画像形成装置１０に関
する「メンテナンスシート」をそれぞれ利用する。詳細には、当該メンテナンス担当者Ｕ
Ａが各納入先に出向く前に、各メンテナンスシートに関する準備作業（具体的には各メン
テナンスシートの登録作業）を自社内（自社ＣＸの建物内等）で行う状況を想定する。こ
の登録作業において、各メンテナンスシートが各エアタグ情報に関連付けて登録される。
なお、その後、担当者ＵＡが実際に納入先に到着した後、各納入先に関する各エアタグ情
報を各納入先で携帯情報端末７０を用いて呼び出すこと等によって、当該各エアタグ情報
に関連付けられたコンテンツである「メンテナンスシート」にメンテナンス結果が記録さ
れる。
【０１０８】
　図１３は、第３実施形態に係るエアタグ情報登録システム１Ｃを示す図である。図１３
と図９とを比較すると判るように、画像形成装置１０ｘがさらに設けられている点で第２
実施形態に係るエアタグ情報登録システム１Ｂと相違する。
【０１０９】
　　　＜３－２．画像形成装置の構成＞
　次に画像形成装置１０ｘの構成について説明する。画像形成装置１０ｘは、位置関連情
報登録システム１Ｃを構成する要素である。また、画像形成装置１０ｘは、位置関連情報
登録装置とも称される。
【０１１０】
　この実施形態では、画像形成装置１０ｘとして、ＭＦＰ（マルチ・ファンクション・ペ
リフェラル（Multi-Functional Peripheral））を例示する。
【０１１１】
　図１４は、ＭＦＰ１０（詳細には１０ｘ）の概略構成を示す機能ブロック図である。
【０１１２】
　ＭＦＰ１０は、スキャン機能、コピー機能、ファクシミリ機能およびボックス格納機能
などを備える装置（複合機とも称する）である。具体的には、ＭＦＰ１０は、図１４の機
能ブロック図に示すように、画像読取部２、印刷出力部３、通信部４、格納部５、入出力
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部６およびコントローラ９等を備えており、これらの各部を複合的に動作させることによ
って、各種の機能を実現する。
【０１１３】
　画像読取部２は、ＭＦＰ１０の所定の位置に載置された原稿を光学的に読み取って（す
なわちスキャンして）、当該原稿の画像データ（原稿画像なしいスキャン画像とも称する
）を生成する処理部である。この画像読取部２は、スキャン部であるとも称される。
【０１１４】
　印刷出力部３は、印刷対象に関するデータに基づいて紙などの各種の媒体に画像を印刷
出力する出力部である。
【０１１５】
　通信部４は、公衆回線等を介したファクシミリ通信を行うことが可能な処理部である。
さらに、通信部４は、ネットワークＮＷを介したネットワーク通信を行うことも可能であ
る。このネットワーク通信では、たとえば、ＴＣＰ／ＩＰ（Transmission Control Proto
col / Internet Protocol）等の各種のプロトコルが利用される。当該ネットワーク通信
を利用することによって、ＭＦＰ１０は、所望の相手先との間で各種のデータを授受する
ことが可能である。
【０１１６】
　格納部５は、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）等の記憶装置で構成される。格納部５
内の資料格納部５ｃにおいては、各種の資料データ（コンテンツＣＮ）が格納される。た
とえば、複数の納入先に納入された各ＭＦＰに関する「メンテナンスシート」が格納され
る。
【０１１７】
　入出力部６は、ＭＦＰ１０に対する入力を受け付ける操作入力部６ａと、各種情報の表
示出力を行う表示部６ｂとを備えている。
【０１１８】
　コントローラ９は、ＭＦＰ１０に内蔵され、ＭＦＰ１０を統括的に制御する制御装置で
ある。コントローラ９は、ＣＰＵおよび各種の半導体メモリ（ＲＡＭおよびＲＯＭ）等を
備えるコンピュータシステムとして構成される。コントローラ９は、ＣＰＵにおいて、Ｒ
ＯＭ（例えば、ＥＥＰＲＯＭ）内に格納されている所定のソフトウエアプログラム（以下
、単にプログラムとも称する）ＰＧ２を実行することによって、各種の処理部を実現する
。なお、当該プログラムＰＧ２は、ＵＳＢメモリなどの可搬性の記録媒体、あるいはネッ
トワークＮＷ等を介してＭＦＰ１０にインストールされるようにしてもよい。
【０１１９】
　具体的には、図１４に示すように、コントローラ９は、通信制御部１１と抽出部１３と
位置情報取得部１５と登録制御部１７とを含む各種の処理部を実現する。
【０１２０】
　通信制御部１１は、通信部４等と協働して、エアタグ情報管理サーバ５０および携帯情
報端末７０等との通信動作を制御する処理部である。
【０１２１】
　抽出部１３は、携帯情報端末７０に内蔵された表示部７６ｂに表示されるコンテンツＣ
Ｎの中から、検索用キーワードを抽出する処理部である。
【０１２２】
　位置情報取得部１５は、検索用キーワードに対応する位置情報を取得する処理部である
。詳細には、位置情報取得部１５は、エアタグ情報管理サーバ５０にアクセスして、エア
タグ情報管理サーバ５０に登録済みの複数のエアタグ情報の中から、検索用キーワードに
対応するエアタグ情報を取得し、当該エアタグ情報に含まれる位置情報ＰＤを取得する。
【０１２３】
　登録制御部１７は、コンテンツＣＮに関する新たなエアタグ情報ＡＪを、コンテンツＣ
Ｎと位置情報ＰＤとを関連付けた状態で、エアタグ情報管理サーバ５０に登録する処理部
である。
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【０１２４】
　これらの処理部の動作等によって、ＭＦＰ１０（１０ｘ）は、エアタグ情報（位置情報
を含む）をエアタグ情報管理サーバ５０に登録する装置（位置関連情報登録装置）として
機能する。
【０１２５】
　また、画像形成装置１０ｘ以外の画像形成装置１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，...（図１５
参照）も同様の構成を備えている。なお、この実施形態では、画像形成装置１０ｘ以外の
画像形成装置１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，...は、メンテナンス対象の装置であり、上記の
登録機能を有していることを要しない。
【０１２６】
　　　＜３－３．動作＞
　つぎに、第３実施形態に係る動作について説明する。
【０１２７】
　この第３実施形態においては、複数の納入先に納入された複数の画像形成装置１０（１
０ａ，１０ｂ，１０ｃ，...）に関するメンテナンス結果の記録用データ（メンテナンス
結果記録用データ）が、エアタグ情報登録システム１Ｃを利用して管理される。ここでは
、各画像形成装置１０のメンテナンス結果の記録用データは、画像形成装置１０ごとの「
メンテナンスシート」に記録されるものとする。また、「メンテナンスシート」は電子化
され、電子文書（メンテナンシートデータ）として画像形成装置１０ｘ（図１５）に格納
されているものとする。
【０１２８】
　図１６は、第３実施形態に係る動作を示す図である。この第３実施形態においては、図
１１の動作に代えて、図１６のメンテナンスシート登録動作（メンテナンスシートと位置
情報ＰＤとを関連付けたエアタグ情報をエアタグ情報管理サーバ５０に登録する動作）（
ステップＳ３０）が実行される。
【０１２９】
　図１６の各動作（メンテナンスシート登録動作）は、たとえば、メンテナンス担当者が
納入先に到達する前（具体的には、メンテナンス担当者が自らの所属会社のオフィスを出
発する前など）に行われる。この第３実施形態におけるメンテナンスシート登録動作は主
に画像形成装置１０ｘによって実行される。
【０１３０】
　ここにおいて、この第３実施形態においては、ステップＳ３０（図１６参照）に先立っ
て、「納入先位置情報の予備登録動作」が行われているものとする。この予備登録動作は
、たとえば、各画像形成装置１０が各納入先に納入される際に行われる。詳細には、当該
納入の際に、携帯情報端末７０（詳細にはそのＧＰＳユニット７１）を用いて位置情報Ｐ
Ｄが取得されるとともに、取得された位置情報ＰＤを納入情報（納入先の会社名称、納入
装置の型式、納入装置のシリアル番号等）に関連付けて登録する動作が予め行われる。こ
れにより、納入先の会社の位置情報（ＧＰＳ情報）ＰＤが予めＤＢ１内に登録されている
ものとする。図１７は、エアタグ情報管理サーバ５０内のエアタグ管理情報ＤＢ１に、納
入先の各会社の位置情報ＰＤ等が予め登録されている状況を示す図である。
【０１３１】
　以下、図１６等を参照しながら、ステップＳ３０の動作について説明する。
【０１３２】
　まず、ステップＳ３１において、ユーザ操作に基づいて、携帯情報端末７０ａは、登録
対象のコンテンツＣＮを表示部７６ｂ（タッチスクリーンＴＳ）に表示する（図１８参照
）。たとえば、画像形成装置１０ｘの格納部内（ボックス領域内）に格納されたコンテン
ツＣＮが、画像形成装置１０ｘからネットワークＮＷを介してダウンロードされ、携帯情
報端末７０ａの表示部７６ｂ（タッチスクリーンＴＳ）に表示される。
【０１３３】
　つぎに、携帯情報端末７０ａの操作ユーザは、タッチスクリーンＴＳに表示されている
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コンテンツＣＮにおいて、検索用キーワード（納入先情報を検索するための固有名詞等）
を指定する。詳細には、操作ユーザは、手指あるいはタッチペン等を用いて、タッチスク
リーンＴＳ内にて適宜の操作（ここでは略直線状のドラッグ操作）を行うことによって、
所望の文字領域に対して特定マーク（ここではアンダーライン）を付与する（図１９参照
）。図１９においては、得意先（納入先）の名称（会社名）である「会社ＣＡ」にアンダ
ーラインが付されている様子が示されている。
【０１３４】
　その後、図１９の表示画面においてボタンＢＮ３が押下されると、携帯情報端末７０ａ
のタッチスクリーンＴＳに表示されているコンテンツＣＮの中から、検索用キーワードが
特定マーク（ここではアンダーライン）に基づいて抽出される（ステップＳ３２）。
【０１３５】
　具体的には、特定マークが付されたコンテンツＣＮ（詳細にはその画像データ）が画像
形成装置１０ｘに転送され、転送されたデータに基づいて画像形成装置１０ｘが「会社Ｃ
Ａ」を検索用キーワードとして抽出する。なお、ここでは、画像形成装置１０ｘ（詳細に
は抽出部１３）が検索用キーワードを抽出する態様を例示しているが、これに限定されな
い。たとえば、第２実施形態と同様に、携帯情報端末７０ａ（詳細には抽出部８３）が検
索用キーワードを抽出するようにしてもよい。
【０１３６】
　そして、もう一度ボタンＢＮ３が押下されると、今度は、検索用キーワードに対応する
エアタグ情報が、エアタグ管理情報ＤＢ１に予め登録された複数のエアタグ情報の中から
検索される。たとえば、検索用キーワード「会社ＣＡ」が、予め登録された複数のエアタ
グ情報の特定項目（詳細には、「エアタグ名称」、「住所」および／または「コメント」
等）に含まれているか否かが判定される。検索用キーワード「会社ＣＡ」が、或るエアタ
グ情報ＡＪ１の特定項目（たとえば「エアタグ名称」）に含まれている場合には、当該エ
アタグ情報ＡＪ１が、検索用キーワード「会社ＣＡ」に対応するエアタグ情報として、抽
出される。そして、当該エアタグ情報ＡＪ１に含まれる位置情報ＰＤが、検索用キーワー
ド「会社ＣＡ」に対応する位置情報として取得される（ステップＳ３３）。また、当該エ
アタグ情報ＡＪ１に含まれる住所情報ＡＤも、検索用キーワード「会社ＣＡ」に対応する
情報として取得される。
【０１３７】
　このような取得処理は、画像形成装置１０ｘとエアタグ情報管理サーバ５０とが連携す
ることにより実現される。詳細には、各検索用キーワードが画像形成装置１０ｘからエア
タグ情報管理サーバ５０へと検索要求ＤＭとともに送信され、エアタグ情報管理サーバ５
０は、各検索用キーワードに対応するエアタグ情報がエアタグ管理情報ＤＢ１内に存在す
るか否かを判定する。各検索用キーワードに対応するエアタグ情報（例えばＡＪ１）がエ
アタグ管理情報ＤＢ１内に存在する場合には、エアタグ情報管理サーバ５０は、当該エア
タグ情報（例えばＡＪ１）から抽出した位置情報ＰＤおよび住所情報ＡＤを、画像形成装
置１０ｘに送信する。画像形成装置１０ｘは、受信情報に基づいて、複数のエアタグ情報
のうちの検索用キーワードに対応するエアタグ情報に含まれる位置情報ＰＤを、当該検索
用キーワードに対応する位置情報として取得する。同様に、受信された住所情報ＡＤは、
当該検索用キーワードに対応する住所情報として取得される。
【０１３８】
　画像形成装置１０ｘは、受信した位置情報ＰＤ等を携帯情報端末７０ａに転送し、携帯
情報端末７０ａは、画像形成装置１０ｘから転送されてきた位置情報ＰＤ等に基づいて図
２０に示すような確認画面を表示する。
【０１３９】
　図２０の確認画面の表示内容が確認され、必要に応じて「コメント」欄にコメントが記
入された後に、タグ登録ボタンＢＮ７が押下されると、携帯情報端末７０ａは、登録要求
を画像形成装置１０ｘに送信する。画像形成装置１０ｘは、当該登録要求を受信すると、
コンテンツＣＮに関する新たなエアタグ情報ＡＪ２０を生成し、コンテンツＣＮと位置情
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報ＰＤとが関連付けられた状態で当該新たなエアタグ情報ＡＪ２０をエアタグ情報管理サ
ーバ５０に登録する（ステップＳ３４）。
【０１４０】
　より詳細には、ステップＳ３３で取得された位置情報ＰＤとステップＳ３１で表示され
ていたコンテンツＣＮとが関連付けられた新たなエアタグ情報ＡＪ２０が、画像形成装置
１０ｘによって生成される。そして、当該新たなエアタグ情報ＡＪ２０がその登録要求と
ともに画像形成装置１０ｘからエアタグ情報管理サーバ５０に送信される。当該登録要求
に応じて、エアタグ情報管理サーバ５０は、受信したエアタグ情報ＡＪ２０を新たなエア
タグ情報ＡＪ２０として追加登録する（図２２参照）。図２２においては、新たに登録さ
れたエアタグ情報ＡＪ２０が示されている。図２２に示すように、エアタグ情報ＡＪ２０
においては、エアタグ情報ＡＪ１に含まれていた位置情報ＰＤが新たなエアタグ情報ＡＪ
２０の位置情報としても登録されている。また、当該新たなエアタグ情報ＡＪ２０におい
ては、コンテンツＣＮとしてメンテナンスシートＳＨ１が登録されている。
【０１４１】
　また、複数の納入先の複数の画像形成装置１０に関するメンテナンスの準備が行われる
場合には、複数の画像形成装置１０について上記ステップＳ３０の動作が繰り返し行われ
ればよい。
【０１４２】
　以上のように、画像形成装置１０ｘは、エアタグ情報管理サーバ５０にアクセスして、
エアタグ情報管理サーバ５０に登録された複数のエアタグ情報の中から、検索用キーワー
ドに対応するエアタグ情報ＡＪ１を取得し、当該エアタグ情報ＡＪ１に含まれる位置情報
ＰＤを取得する。そして、画像形成装置１０ｘは、コンテンツＣＮと位置情報ＰＤとを関
連付けた状態で、コンテンツＣＮに関する新たなエアタグ情報ＡＪ２０をエアタグ情報管
理サーバ５０に登録する。
【０１４３】
　したがって、操作ユーザが或るコンテンツＣＮを或る場所に関連付けて登録したい場合
において、当該操作ユーザが当該場所に存在しない状況においても、当該場所の位置情報
ＰＤを含む新たなエアタグ情報ＡＪ２０を比較的容易に生成することが可能である。換言
すれば、位置情報ＰＤを含む新たなエアタグ情報ＡＪ２０を比較的容易にエアタグ情報管
理サーバ５０に登録することが可能である。
【０１４４】
　より具体的には、メンテナンス担当者ＵＡは、納入先への到達前に画像形成装置１０に
関するメンテナンスシートを社内で登録することが可能である。また、同様の動作を繰り
返すことにより、メンテナンス担当者ＵＡが納入先への到達前に複数の画像形成装置（１
０ａ，１０ｂ，１０ｃ，...等）に関する複数のメンテナンスシートを社内で一括して登
録することが可能である。
【０１４５】
　特に、メンテナンス担当者がメンテナンスシートをエアタグ登録する際において実際に
現地（納入先）に存在していることは不要であり、現地に到達する前にメンテナンスシー
トの登録動作を行うことができるので、高い利便性を得ることができる。
【０１４６】
　そして、上記のような動作（図１６参照）によってメンテナンスシートが登録された後
において、メンテナンス時におけるエアタグの利用動作が実行される。すなわち、複数の
画像形成装置１０のそれぞれのメンテナンス時にエアタグを利用する動作が行われる。
【０１４７】
　具体的には、メンテナンス担当者ＵＡは、各画像形成装置１０の納入先（配置先）に到
着すると、携帯情報端末７０ａを用いて、エアタグ情報管理サーバ５０にアクセスする。
そして、メンテナンス担当者ＵＡは、携帯情報端末７０ａのＧＰＳユニット７１によって
測位された現在位置に対応するエアタグ情報（たとえばＡＪ２０）を呼び出す。さらに、
メンテナンス担当者ＵＡは、当該エアタグ情報ＡＪ２０に対応するエアタグが携帯情報端
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末７０ａのタッチスクリーンＴＳ上に表示された状態で所定の操作を行うことによって、
当該エアタグに関連付けられたコンテンツＣＮ（詳細には画像データ）の表示画面をタッ
チスクリーンＴＳに表示させることができる。そして、メンテナンス担当者は、当該メン
テナンスシート上にメンテナンス記録を記述する。たとえば、所定の操作を行うことによ
って、タッチスクリーンＴＳに表示されたメンテナンス上に種々の記録情報を電子的に書
き込むことが可能である。たとえば、図２１に示すように、複数のチェック項目のそれぞ
れのチェック欄（図の右端側）に、チェック完了を示すチェック印等を記入していくこと
が可能である。
【０１４８】
　このような態様によれば、メンテナンスシートを適切に利用することが可能である。特
に、メンテナンス担当者は、メンテナンス対象装置の配置場所において携帯情報端末７０
のＧＰＳユニット７１を用いて現在位置情報（ＧＰＳ情報）を取得し、当該現在位置情報
に対応するエアタグ情報（ひいては現在位置情報に対応するメンテナンスシート）を呼び
出すことができる。すなわち、目の前のメンテナンス対象装置の位置情報（ＧＰＳ情報）
を用いた位置確認を伴いつつ、各メンテナンス対象装置のメンテナンスシートを呼び出す
ことができる。したがって、各メンテナンス対象装置に対応するメンテナンスシートを正
確且つ容易に抽出して提示することが可能である。特に、複数の納入先に納入された複数
の画像形成装置１０のメンテナンスを行う場合において、複数のメンテナンスシートの相
互間における取り違えなどを予防することが可能である。
【０１４９】
　　＜４．変形例等＞
　以上、この発明の実施の形態について説明したが、この発明は上記説明した内容のもの
に限定されるものではない。
【０１５０】
　たとえば、上記第３実施形態では、得意先（納入先）の名称（会社名）にアンダーライ
ンが付されている場合を例示しているが、本発明はこれに限定されない。具体的には、メ
ンテナンス対象装置の型式名および／またはシリアル番号等にアンダーライン等が付され
、型式名および／またはシリアル番号等が検索用キーワードとして利用されるようにして
もよい。その場合には、エアタグ管理情報ＤＢ１（図１７）の各種の項目（コメント欄等
を含む）に記録された情報に基づいて、当該検索用キーワードの検索が行われればよい。
【０１５１】
　また、上記第３実施形態においては、第２実施形態と同様に、エアタグ情報管理サーバ
５０内に既に登録されている複数のエアタグ情報に基づいて位置情報ＰＤが取得される場
合について説明したが、本発明はこれに限定されない。例えば、第１実施形態と同様に、
エアタグ情報管理サーバ５０とは別個に設けられたキーワード情報記憶部（より詳細には
、画像形成装置１０ｘ内の顧客情報記憶部５ｅ等）に基づいて、検索用キーワードに対応
する位置情報が取得されるようにしてもよい。
【０１５２】
　この顧客情報記憶部５ｅには、たとえば、顧客（納入先）の名称と当該顧客の住所と当
該顧客の位置情報（ＧＰＳ情報）とが関連付けられた顧客情報等が記憶されていればよい
。そして、コンテンツＣＮから抽出された検索用キーワード（納入先の会社名称等）に対
応するエアタグ情報が検索され、当該エアタグ情報に含まれた位置情報ＰＤが、当該検索
用キーワードに対応する位置情報ＰＤとして取得されればよい。この場合には、顧客情報
記憶部５ｅに記憶されたデータ（会社名称と位置情報とを関連付けて記憶されたデータ）
に基づいて、検索用キーワードに対応する位置情報ＰＤが取得される。そのため、当該会
社名称に対応するエアタグ情報がエアタグ情報管理サーバ５０のエアタグ管理情報ＤＢ１
に予め登録されていることを要しない。
【０１５３】
　また、上記第１および第２実施形態においては、携帯情報端末７０が登録動作（ステッ
プＳ１１～Ｓ１４，Ｓ２１～Ｓ２４）を行う態様が例示されているが、これに限定されな
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い。たとえば、上記第１および第２実施形態においても、第３実施形態と同様に、ＭＦＰ
１０が当該登録動作を行うように改変してもよい。なお、当該改変に関しては、上記第３
実施形態と同様に、コンテンツ保存先のＭＦＰ１０と同じＭＦＰ１０内において当該登録
動作が行われるようにしてもよい。あるいは、コンテンツ保存先のＭＦＰ１０とは別のＭ
ＦＰ１０において当該登録動作が行われるようにしてもよい。
【０１５４】
　逆に、第３実施形態において、第１実施形態および第２実施形態と同様に、携帯情報端
末７０が登録動作（特にステップＳ３１～Ｓ３４）を行うようにしてもよい。
【０１５５】
　また、上記各実施形態においては、コンテンツＣＮは、対象文書データをページごとに
可視化して生成された画像データとして、位置情報ＰＤに関連付けられる場合が例示され
ているが、これに限定されない。たとえば、元の形式のままのデータ（たとえば、特定の
文書ファイル形式（特定の文書作成アプリケーション形式）のデータ）として、位置情報
ＰＤに関連付けられてもよい。
【０１５６】
　また、上記各実施形態においては、携帯情報端末７０として携帯情報端末７０ａを用い
る場合が主に例示されているが、これに限定されず、その他の携帯情報端末７０（たとえ
ば７０ｂ等）が用いられるようにしてもよい。
【０１５７】
　また、上記各実施形態においては、携帯情報端末７０（位置関連情報登録装置）に内蔵
された表示部に表示されるコンテンツの中から、検索用キーワードが抽出される態様を例
示したが、これに限定されない。
【０１５８】
　たとえば、携帯情報端末７０（位置関連情報登録装置）に接続（外部接続（有線接続あ
るいは無線接続））された表示部（外部表示部）に表示されるコンテンツの中から、検索
用キーワードが抽出されるようにしてもよい。詳細には、図２３に示すように、携帯情報
端末７０（７０ａ）とは別の表示装置９０（９０ａ）に表示されるコンテンツの中から、
検索用キーワードが抽出されるようにしてもよい。携帯情報端末７０（７０ａ）と表示装
置９０（９０ａ）との両者は、たとえば近距離無線通信（ブルートゥース（商標））を用
いて接続され、当該両者の相互間で情報が送受信されればよい。表示装置９０は、近距離
通信機能のみを有し且つサーバ５０とのネットワーク通信機能を有しない電子書籍閲覧装
置（および同様の電子ペーパ閲覧装置）などであってもよい。そして、当該コンテンツと
当該検索用キーワードに基づいて取得された位置情報とが関連付けられた状態で、当該コ
ンテンツに関するエアタグ情報がエアタグ情報管理サーバ５０に登録されるようにしても
よい。このように、携帯情報端末７０ａおよび表示装置９０ａ等により、エアタグ情報登
録システム（位置関連情報登録システム）が構成されるようにしてもよい。
【符号の説明】
【０１５９】
　１，１Ａ，１Ｂ，１Ｃ　エアタグ情報登録システム（位置関連情報登録システム）
　１０，１０ａ，１０ｂ，１０ｃ，１０ｘ　画像形成装置（位置関連情報登録装置）
　５０　エアタグ情報管理サーバ（位置関連情報管理サーバ）
　６０　地理情報管理サーバ
　７０ａ，７０ｂ　携帯情報端末（位置関連情報登録装置）
　９０　表示装置
　ＡＪ，ＡＪ１，ＡＪ２，ＡＪ２０　エアタグ情報
　ＣＮ　コンテンツ
　ＤＢ１　エアタグ管理情報
　ＤＢ２　地理ワード管理情報
　ＤＭ　検索要求
　ＮＷ　ネットワーク
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　ＰＤ　位置情報
　ＲＭ　登録要求
　ＴＳ　タッチスクリーン
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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